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１．研究概要 

圧電性材料は、外力による変形

によって電気を発生させる物質

です。例えば、右図のように、

圧電性材料の(a)上下方向の伸

びや縮み、(b)左右方向の伸びや

縮み、(c)左右方向のずれ等から、

その上下面に付着した電極間に

電圧が生じます。この特性から、使用できる電力が限られた環境下で感応素子としての応用が

十分期待できます。 

 

圧電性材料であるチタン酸ジルコン酸鉛（PZT）を用いて、高速微粒子との衝突から生じた電

気信号や放射線と物質との相互作用により検出した音波信号などから対象粒子の測定手法を

探っています。 

 

 

２．高校生向けに提供可能な講演テーマの例（実績も含む） 

身の回りで使われているセンサーの幾つかの紹介と、圧電センサーを利用した自身の研究内容

で過去に講義を行ったことがあります。 


